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※「仮設物、建築物、構築物等」「物質、材料」「環境等」「その他」などを除く、起因物別発生数上位の比較

( ) 内は死亡数

●起因物別 労働災害発生と死亡数(人)
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厚生労働省 2020年労働災害統計より

フォークリフトの労働災害は、毎年増加傾向にありまし

たが、2020年では減少に転じました。これは、コロナ

禍による生産・物流活動の一時的な停滞によるものと考

えられます。

しかし、死亡に至るケースは根強く、対前年比で150%

超と大幅に増加し、依然としてフォークリフト災害は看

過できない状態であることを示しています。

起因物別にみると、毎年フォークリフトによる死亡災害

は上位に位置付けられ、動力機械・物上げ装置・運搬機

械の区分内では『トラック』『乗用車、バス、バイク』に

次いで、災害が起きやすい設備となっています。

また、発生数に比べ死亡数がさらに上位にあることか

ら、フォークリフトによる労働災害は、重大災害につな

がりやすいことがわかります。

ポイント

ポイント



フォークリフトの
安全対策はこちら

株式会社ツールマート 〒963-0531福島県郡山市日和田町高倉字大口原18-90 TEL.024-968-0017 FAX.024-958-3439 https://www.toolmart.jp/

接近警報システムスピード警告装置 バックアイシステム フォーク水平ランプドライブレコーダー ワーニングラインライト

あります！テーマ別の問題の解決方法

そんなお悩みに

コンパクトながら最大

114時間の長時間録画。

必要な機能に特化した

シンプル設計。

現場の制限速度にあわ

せ、運転者と周囲作業者

へ光と音でスピードオー

バーを２段階で警告。

リフト後方の死角に潜

む作業者や荷物の有無

を広角カメラでとらえ、

後方確認をサポート。

建屋の出入り口などでリ

フト接近注意をアナウン

ス。出会い頭の接触や

衝突防止を助けます。

リフトと作業者が混在す

る現場。離れた作業者

へ、リフトの接近をライ

ン光で知らせます。

カンタン取付けで、カウ

ンター車のフォーク水平

を瞬時に表示。高揚高で

の荷崩れの心配を軽減。

ツールマートアンケート調査(2021年330社)

リフト作業に

不安がある

98%
322社

・フォークリフトも人も一緒に作業をしているので、接触しそうになってヒヤリとする。

・作業現場が手狭になり、死角も多く、人も減っていて作業に余裕がなくて怖い。

・出入りしている運送業者による乱暴な運転により、荷物への接触が見られた。

・フォークの差し口が見えず、荷物を爪で刺してしまった。

・緩やかな坂道を走行中にハンドルを切ったため荷崩れした。

・急ブレーキ時、パレットが滑り荷崩れしそうになる。

・作業に気を取られて後方確認を忘れる。接触でウエイトが傷だらけ。

・後方確認せずにバックしたところ車にぶつけてしまった。

安全対策を行なっていますか？

安全対策を

行なっている

ルールが形だけになっている

教育しても効果がでない

次の一手を会社から求められている

164社

89社

19社

安全対策が建前になってしまう

なかなか強く指導できない

原因がわからないので対応できない

140社

50社

15社

安全対策を行なう上で難しいこと、お悩みは何ですか？

どのような対策を行なっていますか？

どのような不安を感じますか？労災・物損への不安はありますか？

リフト同士や作業者、他の設備への接触　275社

荷物への衝突、接触　242社

荷崩れ　229社

後方の安全確認不足　225社

1位

2位

3位

4位

・災害事例を社員全員に共有している他、KY活動・リスクアセスメント等を行なっている。

・コロナの影響で現場グループのKY活動が少なくなっている。

・本社パトロール年１回、社内月1回実施している。

・安全コンサルタントと契約し、3ヶ月に1度の安全パトロールを行なっている。

・安全衛生委員会を設置している。

・安全を含めた協議会を実施している。

(複数回答)

(複数回答)

・朝礼で注意喚起事項を伝えている。

・各現場担当者から話をしている程度で効果は感じられない。

ヒヤリハット活動やKYT(危険予知訓練）　218社

管理者等による安全パトロール(社内監査含む）　214社

安全衛生のための組織・会議体を設置　191社

現場担当者による日々の指導　165社

1位

2位

3位

4位

93%
307社

(複数回答)




